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表-1 各採水日におけるクロムの測定結果 

採水 

月日 

クロム（mg/L） 

柴島 庭窪 豊野 

総合 

原水 

下系 

浄水 

上系 

浄水 
原水 浄水 原水 浄水 

1/14 <0.001 <0.001 

1/15 <0.001 <0.001 <0.001 

1/16 <0.001 <0.001 

1/17 0.009 0.003 0.001 0.012 0.011 

1/18 0.003 0.005 0.003 0.007 <0.001 <0.001 

1/19 0.001 0.004 0.005 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 

1/20 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 

1/21 <0.001 <0.001 <0.001 

図-2 淀川における柴島・庭窪及び豊野浄水場の取水地点のイメージ図 

２．３  市内給水栓水における色度上昇 

河川原水中のクロム上昇により浄水の色度も影響を受けた。浄水中に残存したクロムは、次亜塩素酸との反

応により、黄色のクロム酸イオン（CrO4
2-）と橙色の二クロム酸イオン（Cr2O7

2-）に酸化され、下記のように平

衡を保っていると考えられる。浄水は pH7.5 のアルカリ側に調整されているため、クロムの形態は黄色のクロ

ム酸イオンとなっていると推定される。 

Cr2O7
2-＋ 2OH- ⇄ CrO4

2-＋ H2O

各配水系統における給水栓末端に設置してい

る水質遠隔監視装置（以下：水質 TM）の色度の

変化を図-3 に示すと、柴島系、庭窪系の給水栓

末端においては、監視地点によって、色度の最大

値や検出日時は異なっていたものの、変動期間

は概ね 4 日間となり、浄水で確認された影響期

間と同じであった。また、豊野系の大道について

は色度の変化が全くなかったことから、豊野浄

水場原水、浄水におけるクロムが未検出であっ

た結果と一致する。 

図-3 各配水系等の給水栓における色度の変化 

（令和 2 年 1 月 13 日～1 月 25 日） 

表-2 各配水系統における色度の変化 

水質 TM の子局名  配水系統  
② 

平均値注 1） 

① 

最高値  
②-①

都島本通局  柴島上系  0.14 0.42 0.28 

舞洲局  柴島下系  0.24 0.56 0.32 

南堀江  庭窪大淀・柴島下系  0.14 0.36 0.22 

平野西局  庭窪巽系  0.19 0.48 0.29 

注）②の平均値はクロムの影響前の 1 月 13 日の一日平均値を用いた。 
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図-4 洛西浄化センター放流口、宮前橋、天王山大橋の位置関係 

（Google Map より） 

５．排出源の調査 洛西浄化センターの放流水が淀川本川へ与えた影響 

 洛西浄化センターの放流水中における六価クロムの最高濃度が 1.1mg/L であった 1 月 15 日について、原水に

おける六価クロムの濃度を予測した。洛西浄化センター放流量は表-3 に示された平成 30 年度の処理実績であ

る 154,761m3/日とし、淀川の流量は 1 月 15 日の八幡（木津川）20m3/秒、納所（桂川）17m3/秒、淀（宇治川）

77m3/秒の和である 114 m3/秒と仮定した。さらに、希釈倍率から原水における六価クロムの濃度を算出すると、

約 0.017mg/L となった。浄水場原水の全クロムの実測値は最大 0.012mg/L であったことから、排水中の濃度か

ら算出した予測値と実測値は概ね一致する結果となった。 

６．洛西浄化センター放流水のアンモニア態窒素濃度の上昇 

 淀川本川の定期水質調査でクロムを検出した 1 月 15 日頃から、水道事業体が取水する原水のアンモニア態窒

素が平常時と比べて 10 倍程度高い濃度で推移しており、洛西浄化センターに六価クロムが流入したことで活性

汚泥の生物処理機能が喪失し、高濃度のアンモニアを含む処理水が桂川に放流されているものと推定された。

そこで、1 月 21 日の午後に洛西浄化センターの放流水等を採水し、アンモニア態窒素を測定した。アンモニア

態窒素の測定結果を図-5 に示す。 

洛西浄化センター放流水のアンモニア態窒素は 21.7mg/L であり、想定どおり高濃度であった。 

当日の桂川流量は 12.9m3/秒（納所地点

6 時）であり、洛西浄化センターからの放

流水量を 1.8m3/秒（表-3）とすると桂川

における放流水の希釈倍率は 8.2 倍であ

り、天王山大橋地点で実測されたアンモ

ニア態窒素濃度（1.62mg/L）と希釈倍率

から試算した濃度は概ね一致した。同様

に、当日の淀川本川流量（114.05 m3/s、

高浜地点 6 時）から淀川本川のアンモニ

ア態窒素濃度を試算した結果も実測値と

概ね一致した。  

  図-5 令和 2 年 1 月 21 日の洛西浄化センター周辺のアンモニア態窒素濃度測定結果 

（Google Map より） 
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